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NLCBT誕生の背景

最新標準で様々なテストデータを再利用したい（EcoSystem）

アクセシビリティをもっとよくしたい

NLCBT

クラウドサービス

だれでも公平に調査・テストに参加したい

調査・テストの際、セキュリティを確保し、不正を防止したい

大規模の調査・テストを実施したい

テスト問題・教材をもっと簡単に作りたい
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NLCBTのアーキテクト

QTI3.0
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NLCBTのサービス流れ

Proctor
YasashiQTI

QTI3.0 Test Maker

QTI3.0
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NLCBTの性能改善・測定
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NLCBTの性能結果

現状25万人同時調査・受験可能なパフォーマンス
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NLCBTの高い性能理由 ‐ 分散機能

ウェブサーバ単位の負荷分離ではなく、機能モジュール単位の負荷分離でスケーリング自由自在
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NLCBT-できること ‐ リアルタイム監視

すべての調査・テスト情報を網羅してすべての状況をリアルタイムモニタリングが可能
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NLCBT-できること – オーサリングツール

問題作成はWordとExcelで大量の内容と問題も簡単に作成（YasashiQTIで処理）すぐご確認と利用
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NLCBT-できること - 縦書き・表示

縦書き・表示対応（QTI3.0標準基盤）
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NLCBT-できること – まとめ

縦書き・表示対応（QTI3.0標準基盤）

問題作成はWordとExcelで大量の内容と問題も簡単に作成（YasashiQTIで処理）すぐご確認と利用

現状25万人同時調査・受験可能なパフォーマンス

ウェブサーバ単位の負荷分離ではなく、機能モジュール単位の負荷分離でスケーリング自由自在

すべての調査・テスト情報を網羅してすべての状況をリアルタイムモニタリングが可能

アクセシビリティ向上

QTI3.0標準搭載
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NLCBTの技術明細情報

・NLCBTホームページ

https://www.nlcbt.jp

・サンプルテスト

https://www.amp-up.io/testrunner/sandbox

・Item Player

https://github.com/murata2makoto/qti3-item-player-vue3

・qti3-test-vue

https://github.com/murata2makoto/qti3-test-vue3

・お問い合わせ

https://www.nl-hd.com/contact/
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ご清聴ありがとうございました。
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